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された。 
101以上巨大水腎症治験例は欧米に於て信頼し得
る報告 11例，本邦に於て 6例，教室K於ける 11以
上症例 7 例である。概して 20~30 才男子の左側に
多く，成因に関しては落合の実験lとより尿管上部Iζ
狭窄ある時，巨大となるととが立証されている。 
14. 先天性肝嚢腫の 1治験例
御子柴幸男(下都賀病院外科) 
65才の女について比較的稀な疾患とされている
肝嚢腫の内，左肝葉全体を占め内容約 800cc K及ぶ
孤立性単胞性嚢腫を術前触診，胃レ線検査に於ける
胃の左側への圧排像更に腹壁を通して嚢腫の穿刺を
行い乙れが診断を下して開腹し，左肝葉の切除を行
って治癒せしめた。
病理組織学的には内壁は扇平細胞で覆われ胆管の
一部増殖と間質の増殖，更に肝組織も軽度の増殖を
示していたが腺臆の構造はなかった。叉嚢腫の内容
も淡黄色を帯びた繋液で寄生虫及びその卵等を認め
ず細菌も塗沫，培養共に陰性であったので確かに先
天性嚢腫であろう。腎臓其他の臓器l乙嚢胞を併発す
るζ ともなく肝機能も正常であり術後経過は良好で
あり予後もよいと考える。 
15. 術後 Enterocolitisの 1治験例
福田俊夫(熱海官腸病院)
我々はたまたま，胆石の為胆嚢易IJ出後，合併せる
所謂術後 Enterocoli tisの1例に遭遇し，是を全治
せしめ得た。本症は極めて死亡率が高く，難治とき
れているが，本例iζ於ても大量の下血を主徴として
発熱，頻脈，白血球増多等を伴い，屡々ショック状
態lζ陥りながら，約 2週間の重篤な経過をたどった。
然し，幸い依復し， 4カ月後全治退院したものであ
る。此の間に於て我々は，比較的詳細に各種検査を
施行し得たので，白血球の著明な増加，血色素の高
度の低下，血液像，出血時間及び凝固時間，糞便中
細菌の抗生剤l乙対する感受性試験，強い肝機能障碍
の推移等，経過を追って得た一連の諸検査成績を報
告して御参考K供し，次l乙兎角も治癒lと導き得た治
療に就いて，大量の新鮮血輸血，副腎皮質ホルモン
及び抗生剤の併用が可成り効果が認められた事を述
べ，其の概要を報告する。 
16. 噴門側胃体部及び幽門部に同柱上皮癌のみ
られた 1例
西村忠雄(幸手協同病院)
患者 59才男，術前レ線所見で幽門癌及び体部腫
療の診断のもと胃切除術を施行するに，ド!yj門部l乙鷲
卵大潰蕩形成し，境界鮮明なる癌腫がみられ，それ
より口側へ 12cm離れて休部後壁に胡桃大ポリープ
状の腫蕩を認めた。両腫蕩聞は肉眼的l乙変化はみら
れない。幽門部の癌腫は組織学的に円柱上皮癌で浸
潤は筋層lζ及んでいる。体部は大部分が癌性変化を
示した円上皮癌で一部粘膜下層に浸潤し，癌細胞の
聞に未だ健常な上皮組織が混在している。両腫癖聞
には組織学的l乙腫蕩細胞を認めず。以上体部のポリ
ープ状腫蕩は組織発生学的に原発性で且つ初期なる
ものと考察する事により，本症例は幽門部及び体部
に生じた重複癌である。本邦iζ於ける胃重複癌は治
験例を加え 12例である。 
17. 試験管内における人体白血球のぶどう球菌
初期食菌実験
柏木 登(大学院) 
Coagulase産生能は病原性ぶどう球菌の一つの特
徴と考えられているが，人体白血球の食作用に対し 
Coagulase陽性菌と陰性菌はどの様な態度の相違を
示すであろうか。人体白血球血紫浮瀞液(1.4x107I 
ml)に培養菌液(1.7X 103/ml)を合わせ時間を追
って塗沫鏡検すると，陰性菌の場合は 120分で細胞 
1個当り 10個以上の菌を食菌したが， 陽性菌の場
合には Coagulaseの作用で血撲中氏 Fibrinがジエ
リー状の細かい塊となって析出し，菌はその中に包
埋されて白血球は食作用が発揮出来なくなる。では
一旦白血球内に入った両者の菌の相違はどうか。各
時間ごとに食菌中の白血球のサンプJレを洗い，白血
球内の生存菌数を，染めて見られる菌数と比較する
と，陽性菌の場合Kは細胞に入った初期Kは両者は
ほとんど一致した値を示すが，陰性菌の場合には，
初期にすでに 50%以上の菌が死滅してしまう事が
実験的に確かめられた。 
18. Ehrlich腹水癌マウスの肝 s-Glucuronidase
について
福田 陽(大学院)
担癌生体においては，腫蕩組織そのもの，及び血
清中の s-，-G の増強が，一般に認められているが，
その病態生化学的意義は未だ明らかでない点が多々
